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Magnetic　 and 　MR 　fluids　 are 　 some 　 kinds　 of 　typical　function　fluids．　These　fiuids　 are　 made 　 of 　magnetic 　particles
dispersed　in　a　solvent 　such 　as　water ，　kerosene，　and 　silicone 　oiL 　However ，　the 　size 　ofinner 　particles　is　different　between

these 伽 ids．　When 　the 　magnetic 個 d　is叩 plied　to　thcsc 伽 ids，　inner　particles　gather　and ｛brm　ctustering 　structUres ，
These　 clustering 　 structures 　 influence　 on 　 the　 ultrasonic 　 propagation 　 in　these　fluids．　 We 　 measured 　 precisely　 the

time −dependent　properties　of 　ultrasonic 　propagation　vclocity 　in　these　nuids．　By　comparing 　the　measurillg 　result 　of

Magnetic　fluids　with 　that　ofMR 　fluids，　we 　discuss　the　influence　ofthe 　inner　particles
’
　size，

1 ．緒 言

　MR 流体は，磁 性流体と同 じ く磁気機能 性流体で あ るが，磁 性

流体 と比較 して内剖钁‘子が 1000 倍稈渡大きい 懸濁 液 であ るため，

静止状態で は時間の 経過 と共に 内部粒子が沈降す る傾向が強い。
近年，磁 性流体や MR 流体な どの L学的な応 用 が 盛ん に な っ て い

る が
〔り

，磁 場 印加時 の ク ラス ター形成 の よ うな複雑 な挙動 に っ い

て，更な る研 究が 必要 とされ て い る
｛1）。ク ラ ス ター形成 とは ，印

加磁場 に よ っ て 内部 粒子 が凝集す る こ とで あ る
〔3）
、これが 鎖状に

連な る こ とを鎖状 ク ラ ス タ
ー

（Chain−］ikc　c］uste「）と呼 ん で い る
c4）。そ

こ で 本 研究 で は，MR 流 体 中の 超 音波伝 播特 性を調 べ
〔51，そ の 内

部粒子 の 挙動 につ い て考察す る。
2 ．実 験

　実験 装置全体 の 概略を Fig．1に示 す。容器中の 磁 陛流体を挟む

よ うに 取 り付 けた超 音波送受信装置 よ り ト リガ信 号
．
と バ ー

ス ト波

が 発生 す る。トリガ信 号
・
はそ の まま オ シ ロ ス コ

ー
プに 取 り込 まれ，

バ ース ト波 は振 動子 を経て 超音 波 とな り磁 性流体中 を伝播 し，他

方の 振動子 で受信 され る。こ の 受信信 号を トリガ 信 号と比較す る

こ とで，磁 性流 体 中の 超音波伝 播時 間 を求 め る。
3 ．実験結果および考察

　Fig．2 に MR 流体の 磁場印加後お よび磁場 除去 後 にお ける伝 播

速度の 経El寺変化を示す。磁場を除去 する と伝播速度は急激に減少

す る。こ れ は，磁 場 の 除去 と ともに MR 流体 中の ク ラ ス ターが 崩

壊 し，内剖髄 子 の 分散 が進 ん だた め と考え られ る。急激 に伝播速

度が 滅少 した後も，徐々 に伝播速度が 減少 して い るこ とが わか る。
こ れ は，磁場 を除去 した こ とに よ っ て 内部粒 子への 拘 東力も無 く

な る ため ，内部 粒子 の 沈降が 進 ん だ も の と考え られ る。しか し，
磁場除去 か ら 1 時間程度 が 経過 した 後 は伝播速度が 定常化 して い

る。これ は，内部粒 子の 沈降 が止 まっ たた め と考 え られ る。しか

しなが ら，伝播速度が同 じf直に 戻 らない こ とに よ り，磁場除去後

も何 らか の ク ラス ター構造が 残 っ て い る こ とが 考 え られ る。
4 ．結 　言

　 MR 流体を磁腔流体と比 較 した場合，その 内部粒子径の違い か

ら，磁 場 へ の 応 答性 の 違 い や 内部粒 子 の 沈降の 影響な どが見 られ

た。
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Fig．2　Elapsed　time　dependence　ofultrtgonic 　propagation　yekrcity 　in

MR 　and 　magnetic 　tlujds　befc）re 　and 　after 　removing 　the　magnctic 　ficlds
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